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１． 藤沢市の下水道事業の概要
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昭和26年 雨水対策を主とした下水道事業に着手
昭和30年 南部処理区の事業認可（藤沢、鵠沼、片瀬地区）
昭和39年 南部下水処理場(現､辻堂浄化センター)の運転開始
昭和52年 東部処理区の事業認可（柄沢、村岡、川名地区など）
昭和60年 東部下水処理場(現､大清水浄化センター)の運転開始
昭和60年 相模川流域処理区の事業認可（折戸地区）
平成13年 合流式下水道改善事業の着手
令和2年 ストックマネジメント計画の着手
令和5年 下水道使用料の改定実施

下水道事業のあゆみ（抜粋）



下水道事業の整備状況
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藤沢市下水道計画図

（2023年度末時点）
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２． 藤沢市の現状（人・モノ・カネ）と課題



将来の人口推計
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・2030年（令和12年）に約44万4千人でピークを迎え、緩やかに減少
・年齢別では65歳以上の高齢者人口が増加し、生産年齢人口は減少

(出典) 藤沢市市政運営の総合指針2024

【人】



職員数の推移
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・藤沢市全体の職員数は、ほぼ横ばいで推移
・下水道事業に従事する職員は、下水道の整備を中心に行っていた1990年代
には約120名だったが、現在は約80名とピーク時の67％まで減少
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（出典）藤沢市人事行政の運営等の状況の公表（2022年11月）

(出典) ふじさわ下水道ビジョン2022年7月より作図



業務委託等における担い手不足の顕在化
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主な業務内容
・排水設備確認申請に係る完成検査 約1,700件/年
・公共桝自費施工に係る検査 約450件/年
・(公費設置)公共桝・取付管の道路占用申請用図面等作成 約50件/年
・水洗化促進業務(声かけ等） 約50件/年

・藤沢市の排水設備支援（図面作成等）及び検査業務について受託者職員
の不足による業務執行がひっ迫

従来発注方式からの脱却
民間リソースの活用が可能な官民連携手法の模索が必要

・更に、今後は施設の老朽化対応などの業務が増えるため、職員の業務負担
は増加傾向

【人】



管路施設の状況
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・市内には下水道管きょ1,722km※が布設されている
※ 管路施設数は「下水道台帳データ（令和５年3 月版）」による集計値で統計値とは異なります

・標準耐用年数50年を経過した管きょはR5末で約421km（24.4%）
・今後10年間で50年を経過する管きょは約751km（43.6％）と急増する

見込み

【モノ】



処理施設の状況（１）
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【モノ】

基準年次別の段階的建設計画 各施設の供用開始年月

標準耐用年数を超過している施設の増加
・部分的に施設の改築を実施しているものの、事後保全対応施設が増加
・土木躯体等は老朽化とともに、現在の耐震基準を満たしていない施設が多い
・近年の降雨の激甚化、集中化によって、東部処理区では雨天時侵入水が課題

であり、南部処理区ではポンプ場からの河川放流による浸水対策に依存する
状況

(出典)令和5年度藤沢市事業計画



処理施設の状況（２）
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・機械電気設備5,198点のうち約3,530点（約69％）が標準耐用年数を超過
・今後10年間で標準耐用年数を超過する資産が約1300点あり、令和9年度には

約4,830点（約93％）が標準耐用年数を超過

【モノ】

（出典）藤沢市中期経営計画（2023年１月）



下水道施設の老朽化による影響
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・管路施設の老朽化により、管きょ閉塞や道路陥没等が増加
・処理施設の機器老朽化により、腐食・破損等が増加し、修繕対応や費用が

増加

処理施設管路施設

【モノ】



「予防保全型」 の維持管理にむけて
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藤沢市下水道ストックマネジメント実施方針
管路施設: 予算制約下（8億円/年～28億円/年 ※管きょ:5～25億、MH

蓋:3億）で緊急度Ⅰ（藤沢市式）を優先的に実施
⾧期的には緊急度Ⅰが増加するが、緊急度Ⅰの割合を10％以下
を目指す改築事業量

処理施設: 段階的に投資額を増額し、年間の改築投資額を15～25 億円
で設定し、最もリスクの高いリスク評価５の推移を段階的に
引き下げる改築事業量

日常の適切な維持管理に加え、
着実なストックマネジメントの推進により、

予防保全型の維持管理を定着させることが必要

【モノ】

・管路、処理施設とも標準耐用年数を超過した老朽化資産が多数存在
➢藤沢市下水道ストックマネジメント実施方針において、施設管理の目標を

踏まえ、「リスク－効果－コスト」のバランスを考慮したシナリオを設定



使用料収入の見通し
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・令和12年以降、人口減少や節水傾向等により、下水道収益の元となる
有収水量が減少する見通し

将来的な老朽化施設の増加に対する維持管理費の増額が見込まれるため、
下水道条例を改定し、下水道使用料12.5％の引き上げを令和5年7月より
実施

【カネ】

(出典) ふじさわ下水道ビジョン2022年7月



財政の見通し
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・当年度純利益は減少傾向であり、企業債残高は増加傾向

収益的収支の見通し 資本的収支の見通し

【カネ】

将来、下水道事業の財政状態が悪化しないよう、
更なる下水道事業の効率化・財政負担の軽減が必要

（出典）藤沢市中期経営計画（2023年１月）より作図
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【人・モノ・カネ】

・直近での職員数は横ばいだが、
下水道事業に従事する職員数は
1990年代の67％まで減少

・職員減少を想定し、ベテラン職員
が有している技術・ノウハウの継
承を確実に実施する必要がある

（特に雨天時対応や不具合・事故対
応など）

・今後は下水道施設の老朽化により
修繕や改築業務の増加が予想され
るため、業務効率化が必要

官民連携手
法の活用目的

• 職員の人員不足分についてアウトソーシングにより
補完を図る

• 限られた予算（財政）の中で、安定した下水道事業を運営
するため、官民連携手法の活用も含めてコスト削減を図る

人 モノ カネ

藤沢市の現状と課題

・標準耐用年数を超過する下水道
施設が増加し、管きょ閉塞や路陥
没等の増加や、機器の不具合の
増加が予想される

・着実なストックマネジメントの推
進により、予防保全型の維持管理
を定着させることが必要

・下水道収益の元となる有収水量が
減少する一方、老朽化に伴って修
繕や改築事業費は増加する見込み

・財政状態が悪化しないよう、効率
的な事業運営によって、経費削減
や事業の平準化等の更なる下水道
事業の効率化が必要
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３． 導入中の包括委託について



藤沢市下水道管路施設包括的民間業務委託

委託名称 藤沢市下水道管路施設包括的民間業務委託

受託者

対象業務
（３条予算）
・統括管理業務
・計画的業務
・住民対応等業務

対象施設 管きょ、マンホール（蓋を含む）、ます・取付け管、伏越し、
圧送管、調整池、貯留管、下水道用地

発注区分 仕様発注

事業期間 約３年間（令和６年2月２２日～令和９年３月3１日）

契約額 約１８億円

藤沢市建設業協会・管清工業・日本水工設計共同企業体

（４条予算）
・改築業務（改築設計）
・計画策定業務

対象地区 市内全域を対象

業務委託の主な目的 下水道ストックマネジメント（老朽化対策）の推進
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辻堂浄化センター汚泥処理施設包括的民間業務委託

委託名称 辻堂浄化センター汚泥処理施設包括的民間業務委託

受託者

対象業務

対象施設 辻堂浄化センターの汚泥処理施設

発注区分 性能発注

事業期間 ３年間（令和５年11月１日～令和８年10月3１日）

契約額 約２１億円

月島ジェイテクノメンテサービス（株）

保全管理（点検、修繕）、運転管理（運転操作・監視、一部
ユーティリティ、廃棄物）、マテリアル、環境測定などの複
数業務をパッケージ化

19

業務委託の主な目的 下水道ストックマネジメント（老朽化対策）の推進
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４． 事業スキームについて

今回のサウンディングにあたり、事業者皆様の意見を頂くために、
検討中の対象処理区・業務などの一例を示します。



対象施設・業務範囲の設定について
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今後の事業スキーム及びスケジュール（検討中）
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令和6年度現在 藤沢市下水道施設の官民連携

管路
ポンプ所

施設

処理場
ポンプ場

施設

市内全域
藤沢市下水道管路施設
包括的民間業務委託

＜仕様発注＞

南
部
処
理
区

東部処理区

相模川流域
処理区

汚
泥
処
理

辻堂浄化センター
汚泥処理施設包括的民間業務委託

【第1期】
＜性能発注＞

藤沢市下水浄化センター等
維持管理業務委託

＜仕様発注＞

処
理
場

ポ
ン
プ
場

水
処
理

＜検討中＞ 次期 藤沢市下水道施設の官民連携

ウォーターPPP
＜性能発注 or 仕様発注＞

辻堂浄化センター
汚泥処理施設包括的民間業務委託

【第2期】
＜性能発注＞

藤沢市下水浄化センター等
包括的民間業務委託

＜性能発注＞

南部処理区のみ
＜仕様発注＞

現在の契約内容から業務範囲を拡大し
ウォーターPPPを導入

現在の契約内容にユーティリティ調達
（ガス、薬品）を追加

東部及び相模川流域処理区を
性能発注にするとともに
市内全域を対象にした
ストックマネジメント（SM）実施方針
の見直し及び実施計画策定を追加

対象範囲・施設 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 …

ストックマネジメント

処理場・ポンプ場
南部（汚泥除く）
東部・相模川流域

処理場
南部（汚泥）

管路・ポンプ所

仕様 包括
＜性能発注＋仕様発注＞

包括＜性能発注＞包括＜性能発注＞

ウォーターPPP＜性能発注 or 仕様発注＞包括＜仕様発注＞

今後検討 市内全域を対象とした
ウォーターPPP導入に
向けても今後検討予定

SM実施計画運用・改築の実施 次々期SM計画
現行計画

SM実施方針見直し

仕様仕様 仕様



発注方式と業務範囲について （検討中）
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管路施設



管路施設 W-PPPを視野に検討中

◆ウォーターPPPの導入に向けた管理・更新一体マネジメント方式の要件整理

国土交通省 HPより引用

管路施設包括的民間
業務委託

約３年 ×

仕様発注 △

更新支援型 ○

プロフィットシェ
アの仕組みは導入
していない

×

次期官民連携

１０年で検討中

性能発注で検討中
⇒管路施設については
仕様発注も検討の範囲
内

更新実施型で検討中
※総合地震対策計画の
改築も含められるか
プロフィットシェアを
導入するにあたり、ど
のような仕組みとする
か、民間事業者の意見
等を参考とする予定

24

現在の管路施設包括的民間業務
委託の業務範囲を拡大



管路施設包括的民間業務委託 【現契約の業務内容】

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

統括管理
業務

一元管理 各業務 ●各業務の進行管理等

データベース作成 管きょ、マンホール、
ます・取付け管 ●維持管理情報システムに登録するデータベース作成

計画的
業務

巡視・点検
伏越し ●上下流マンホールの点検
圧送管（埋設部） ●巡視 ●弁筐点検
圧送管（添架部） ●橋梁に添架している圧送管の点検

調査

ｽﾄｯｸ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
計画

管きょ
●小中口径本管TVカメラ調査
●大口径本管TVカメラ調査
●潜行目視調査

マンホール ●マンホール目視調査
ます・
取付け管 ●取付け管TVカメラ調査

管きょ（幹線）、
貯留管、調整池

●マンホール目視調査（幹線管きょ）
●貯留管内、調整池内の調査

清掃
管きょ ●管きょ内洗浄 ●管きょ内清掃
伏越し、貯留管、
調整池

●管きょ内清掃 ●マンホール内清掃
●調整池内浚渫等

下水道用地管理 下水道用地 ●草刈り ●刈込み ●剪定

【主な業務内容】・ストマネ計画に基づく調査業務⇒約１５０Km
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管路施設包括的民間業務委託 【現契約の業務内容】

【主な業務内容】
・巡視・点検、調査業務で確認した不良箇所のうち、速やかな対応が必要な修繕
・修繕・改築選定業務で修繕判定とした、計画的に行う修繕

⇒マンホール蓋交換 約６００箇所
⇒取付け管布設替え 約１３０箇所
⇒本管部分補修 約６０箇所
※数量は想定値

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

住民対応
等業務

修繕用資料作成 管きょ、マンホール
蓋、取付け管

●修繕に必要な図面等資料作成
●道路占用・掘削申請等に係る図面・写真作成

修繕 管きょ、マンホール
蓋、取付け管

●マンホール蓋交換
●取付け管布設替え
●本管部分補修

26



管路施設包括的民間業務委託 【現契約の業務内容】

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

計画策定
業務

ストックマネジメント
第二期計画策定

管きょ、マンホール、
ます・取付け管

●ストックマネジメント計画の策定
（管路施設分）

修繕・改築選定 管きょ、マンホール、
ます・取付け管 ●修繕・改築選定

改築業務

改築
設計

更生
工法 管きょ ●内径 800mm未満 ●内径 800mm以上

布設替
工法

管きょ、マンホール、
ます・取付け管 ●内径1200mm未満 ●内径1200mm以上

機能耐久調査 管きょ ●中性化試験 ●鉄筋腐食試験、
●圧縮強度試験 ●鉄筋探査

【主な業務内容】
・調査業務等で緊急度Ⅰ・Ⅱ判定となった施設の修繕・改築選定業務 ⇒約４０Km
・修繕・改築計画策定業務等で改築判定となった施設の詳細設計業務 ⇒約６ Km 
※数量は想定値
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管路施設W-PPPについて ＞＞ 業務範囲（検討中）

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

住民対応
等業務

市民電話対応 対象の全施設 ●市民からの要望等聞き取り

家屋調査 ます・取付け管 ●修繕に伴う家屋調査

基準点等復元 管きょ、マンホール
蓋、ます・取付け管 ●修繕に伴う基準点等復元

28

追加業務（案）※追加業務は検討中であり、ここで示す業務はあくまで案です。内容は本ヒアリングの結果等を踏まえ、今後詳細を検討いたします。



管路施設W-PPPについて ＞＞ 業務範囲（検討中）

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

住民対応
等業務

排水設備検査補助 排水設備
●完成後の現場確認・調査
●票章の交付、やり直し及び書類修正指示
●現地確認・調査結果報告書等作成

水洗便所普及促進 排水設備 ●机上調査
●訪問調査・書面等による啓発活動

自費施工検査補助 管きょ、マンホール
蓋、ます・取付け管 ●完成後の現地確認・調査

問題解決
業務 空洞対策 管きょ、マンホール、

ます・取付け管
●路面下空洞調査で見つかった空洞の応急対応
●空洞箇所の調査（カメラ調査等）
※後続業務は現業務の修繕・改築選定で実施する

下水道台帳
整備業務 台帳修正 対象の全施設 ●本業務で発見した台帳相違箇所の測量・基図作成

●本業務で行った修繕・改築箇所の測量・基図作成
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管路施設W-PPPについて ＞＞ 業務範囲（検討中）

大分類 対象業務 対象施設 業務内容

計画策定
業務

下水道総合地震
対策計画 策定

管きょ、マンホール、
取付け管(※第３期計画
範囲外)

●下水道総合地震対策計画(第４期以降)の策定
(管路施設分)

ストックマネジメント
実施方針の見直し 対象の全施設

●ストックマネジメント実施方針の見直し
（下水道総合地震対策計画の内容を踏まえ、

相互に連携した方針とするもの）

改築業務

耐震診断 管きょ、マンホール、
取付け管

●対象施設の調査(カメラ調査等)●浮上防止対策
●対象施設の診断 ●機能耐久調査

耐震設計(詳細設計)

管きょ
取付け管

●可とう化
●管更生 ●布設替え

マンホール ●可とう化 ●耐震補強
●浮上防止対策 ●布設替え

耐震工事

管きょ
取付け管

●可とう化
●管更生 ●布設替え

マンホール ●可とう化 ●耐震補強
●浮上防止対策 ●布設替え

問題解決
業務 公共桝新設 ます・取付け管

●机上・現地（道路・下水道・他企業埋設物）調査
●工事に必要な図面等資料作成
●道路占用・掘削申請等に係る図面・写真作成
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発注方式と業務範囲について （検討中）
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処理場・ポンプ場施設



処理場・ポンプ場 発注方式と業務範囲について （検討中）
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水処理・ポンプ場施設 対象施設 位置図 （検討中）
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水処理・ポンプ場施設 対象施設一覧（1）（検討中）
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赤 :水処理・ポンプ場施設 性能発注対象施設
オレンジ:別途管路包括対象施設



水処理・ポンプ場施設 対象施設一覧（2）（検討中）
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青 :水処理・ポンプ場施設 仕様書発注対象施設
オレンジ:別途管路包括対象施設



水処理・ポンプ場施設 主要機器等一覧（１）（検討中）
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大清水浄化センター・東部処理区・相模川流域処理区
段階的建設計画（令和５年事業計画）と処理場・ポンプ場の小分類機器点数（令和４年度末
現在）

管渠

 処理面積

 処理人口

 村岡ポンプ場

  汚水

 石川ポンプ場

 稲荷ポンプ場

  汚水

 今田ポンプ場

 御殿辺雨水ポンプ場

  雨水

 大清水浄化センター

  処理能力日最大

  人口（人）

  系列数

  流入水量日平均

 相模川流域処理区

流量計８箇所 流量計８箇所

５９，３８０㎥／日 ７７，７０８㎥／日 ７８，１５７㎥／日

小分類機器点数：約４０点

流量計８箇所

令和４年度 令和８年度

２系列（１２池） ２系列（１２池） ２系列（１２池）

令和１２年度

９３，６００㎥／日 ９０，３００㎥／日 ９０，３００㎥／日

１９１，０９２人 １９７，７４５人 １９９，１６８人

小分類機器点数：約１,９３０点

φ７００×２台 ６９．０㎥／分 同左 φ８００×２台 ８０．０㎥／分

小分類機器点数：約１６０点

小分類機器点数：約１１０点

  汚水
φ２００×２台 ３．５㎥／分

同左
φ２５０×２台 ８．１㎥／分

同左

φ１，３５０×３台 ２３０㎥／分

φ４５０×３台 ２５．０㎥／分

φ１００×２台 ０．９㎥／分 同左 同左

小分類機器点数：約６０点

φ１，２００×１台 １７２㎥／分

小分類機器点数：約２６０点

φ１，３５０×３台 ２２８㎥／分

φ４５０×２台 ２５．０㎥／分

φ１，２００×１台 １７２㎥／分

令和４年度まで 令和８年度 令和１２年度

小分類機器点数：約３６０点

２，５５９ｈａ

１９９，１６８人

同左

φ３５０×１台 １６．０㎥／分
同左

 整備済みの

 主要な系統

柄沢、境川中部、村岡、白旗川、引

地川北部、引地川中部、引地川南

部、一色川、円行、不動川、境川北

部

２，１９０ｈａ

１９１，０９２人

２，５５９ｈａ

１９７，７４５人

同左

φ３００×３台 １２．５㎥／分 同左 同左

  雨水 同左

φ３５０×１台 １６．０㎥／分
  汚水

赤 :水処理・ポンプ場施設 性能発注対象施設



水処理・ポンプ場施設 主要機器等一覧（２）（検討中）
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辻堂浄化センター・南部処理区
段階的建設計画（令和５年事業計画）と処理場・ポンプ場の小分類機器点数（令和４年度末
現在）

青:水処理・ポンプ場施設 仕様書発注対象施設
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●辻堂浄化センターは大規模な施設の建替を計画しており、今後は、施設規模が大幅に
変わる可能性があります。

●大清水浄化センター・東部処理区は比較的新しく、これから本格的な老朽化対策を始
めます。計画から工事、ひいては維持管理まで、民間リソースの活用による一貫した老
朽化対策を考えています。

●技術の継承の観点から、下水道施設の計画策定、工事設計・施工等において市職員の
技術の醸成をはぐくむフィールドが必要と考えています。

●これまで、水処理・ポンプ場施設の維持管理業務は単年度の仕様書発注を継続してき
ました。包括的民間委託の移行にあたっては、段階的に対象範囲、対象施設を広げるこ
とで、市職員に経験を蓄積し、次期以降の包括的民間委託に活かしたいと考えています。

性能発注対象処理区：
大清水浄化センター・東部処理区・相模川流域処理区

仕様書発注対象処理区：
辻堂浄化センター・南部処理区

包括的民間委託（性能発注） 対象処理区について （検討中）

水処理・ポンプ場施設の包括的民間委託（性能発注）の対象処理区
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包括的民間委託（性能発注） 業務範囲について（１） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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運転管理業務の性能発注として次の項目を設定します。
●放流水質（ｐH,BOD,SS,大腸菌数等）
●脱水汚泥の含水率
●電気等のエネルギー消費量や温室効果ガス排出量等の基準

性能発注

★適切なリスク分担の設定を検討します。
皆様の経験によるご意見をお待ちしています。

包括的民間委託（性能発注） 業務範囲について（２） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

保全管理業務の性能発注として施設機能の維持に係る事項を設定します。
（例） ●施設機能が劣化しないよう、日常的な保守点検等を行うことで、

施設の状態を正常な状態に維持すること（但し、経年劣化を除く）。
●契約期間終了時、全ての施設が通常の施設運営を行うことが出来

る機能を有し、著しい損傷がない状態となるよう、関連法令などを
遵守した点検、調整、消耗品の交換等を行うこと。
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委託 藤沢市下水浄化センター維持管理業務委託、自家用電気工作物保安管理業務、庁舎内
清掃業務（大清水浄化センター管理棟）、電気設備（詳細）点検業務、廃棄物運搬・
処分業務、ＳＭ健全度調査業務、浄化センター・ポンプ場緑地管理（約52,000㎡）
年間約764,000,000円の業務委託を想定しています。

修繕 機器の故障の予兆や不具合に対して、下水道施設の運営を維持するために、
年間約 89,000,000円の修繕を予定しています。
主要機器の健全性を維持するために、
年間約444,000,000円のオーバーホール（分解整備修繕）を予定しています。

薬品 水処理、汚泥処理に使用する薬品等（高分子凝集剤及び消臭材等）、
年間約 48,000,000円を想定しています。

動力 電気、非常用発電機燃料（Ａ重油、軽油）等、
年間約282,000,000円を想定しています。

※ふじさわ下水道中期経営計画において、仕様書発注の維持管理を想定した計画値です。
事業として約束されるものではありません。事業規模の参考として下さい。

★これらを業務範囲（性能発注）に含めることを想定しています。適していない業務、効果的な追加業務、
金額の上限等、皆様の経験によるご意見をお待ちしています。

包括的民間委託（性能発注）主業務の中期経営計画について （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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効率的な保全による設備の延命化や長寿命化への効果

現在、藤沢市下水浄化センター維持管理業
務委託（保守点検（日常、月次、年次）・
消防設備点検）１件、自家用電気工作物点
検１件、電気設備点検（メーカー詳細）４
件、ポンプ設備点検（メーカー詳細）１件
の点検業務に加えて、
ＳＭ健全度調査９件を個別発注しています。
※いずれも令和５年実績。

➢個別発注している点検をパッケージン
グし、業務範囲（性能発注）に含めます。

保守点検のイメージ

包括的民間委託（性能発注） 保全管理について（1） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

パッケージ化の一例
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修繕（１）
機器の故障の予兆や不具合に対して、下水道施設の運営を維持するために、
約89,000,000円／年（R10～R13）の修繕を予定しています。

令和５年度における主な修繕実績

【大清水浄化センター】 （65件 約57,000,000円）
・大清水浄化センター第２系列最初沈殿池３池汚泥移送ポンプ修繕
・大清水浄化センター第１系列給水配管修繕
・大清水浄化センター細目自動除塵機№１ガイドレール修繕 他

【東部処理区ポンプ場】 （42件 約32,100,000円）
・村岡ポンプ場No.２高架水槽漏水修繕
・今田ポンプ場しさ脱水機油圧シリンダー修繕
・石川ポンプ場Ｎｏ．１封水ポンプ修繕

 故障発生時の迅速な対応
 複数年契約による発注時期、工期、金額に囚われない修繕内容・頻度の改善
によるコスト低減

 効率的な保全による設備の延命化や長寿命化への効果
 修繕業務や調達業務に係る発注者側の事務工数とこれに係る費用の削減

修繕を業務範囲（性能発注）に含めます。

包括的民間委託（性能発注） 保全管理について（２） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

★金額上限額設定の必要性等、
皆様の経験によるご意見をお待ちしています。
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主要機器の健全性を維持するためのオーバーホール（分解整備修繕）として、
約444,000,000円／年（R10～R13）の修繕を予定している。

令和５年度における主な工事案件

【大清水浄化センター】 （4件 約305,400,000円）
・大清水浄化センターNo.2ベルトプレス脱水機他分解整備修繕工事
・大清水浄化センター自動除塵機他修繕工事
・大清水浄化センター反応タンクステップ用可動堰修繕工事
・大清水浄化センター無停電電源装置等修繕工事

【東部処理区ポンプ場】 （2件 約93,400,000円）
・石川ポンプ場非常用発電設備分解整備修繕工事
・六本松流量計機能回復修繕工事

修繕（２）

対象機器、実施内容、実施時期の適切な設定等、効率的な保全による設備の延命化
や長寿命化への効果

修繕を業務範囲（性能発注）に含めます。

★金額上限額設定の必要性等、
皆様の経験によるご意見をお待ちしています。

包括的民間委託（性能発注） 保全管理について（３） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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令和５年度 ユーティリティ使用実績

ユーティリティを業務範囲（性能発注）とし、インセンティブ対象にします。

 創意工夫、効率的な運転管理によるユーティリティ使用量の削減
 各種スケールメリットの出現によるユーティリティ調達コストの低減

ユーティリティのイメージ

包括的民間委託（性能発注） 運転管理について（１） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

★適切な基準設定を検討します。皆様の経験によるご意見をお待ちしています。
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ユーティリティ （再生可能エネルギーの活用）

2050年のカーボンニュートラル、2030年カーボンハーフ（藤沢市計画値2013年度比で温
室効果ガスを56％削減）の実現に向けて、藤沢市ではグリーン電力の購入、改築時におけ
る省エネルギー機器の導入等の取組みを進めています。また、太陽光発電設備の導入につ
いても検討を進めています。

電気、ガス、燃料等のユーティリティを業務範囲とし、
現在の藤沢市における省エネの取組からステップアップ

運転管理やエネルギー調達の工夫等によるカーボンハーフの達成

包括的民間委託（性能発注） 運転管理について（２） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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・藤沢市下水浄化センター脱水ケーキ運搬業務委託 １件
（辻堂浄化センターへ脱水ケーキの運搬）

・脱水ケーキセメント原料化その１収集・運搬業務委託、処分業務委託等 10件
（外部搬出・処分）

廃棄物運搬・処分

大清水浄化センターで発生した脱水汚泥は臭気対策を施したダンプトラックを使用し辻堂
浄化センターへ搬出し焼却を行っています。なお、焼却設備の定期点検時などにおいては、大
清水浄化センターから廃棄物として外部搬出・処分を行っています。なお、辻堂浄化センター
で発生した焼却灰も含めて全量再資源化を実施しています。
※し渣・沈砂は辻堂浄化センターへ搬出し、洗浄後、外部搬出・処分を行っています。

令和５年度搬出実績

辻堂浄化センターへの搬出量:年間約17,000ｔ、約64,000,000円
場外搬出量:年間約610ｔ、約17,000,000円

 パッケージングによる業務の効率化
 運搬・処分先の安定的な確保と効率的計画的な廃棄物処理

個別発注している業務をパッケージングし、業務範囲（性能発注）に含めます。

包括的民間委託（性能発注） 運転管理について（３） （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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現状 第１期包括委託
（R10.4～R14.3）

第２期包括委託
（R14.4～）

包括的民間委託（性能発注） 資本的支出（４条）について （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

包括業務委託範囲にストックマネジメントを段階的に組込み、老朽化対策を加速



改築・修繕が連携した民間の知見を活かしたストックマネジメントを実施

包括的民間委託（性能発注） SM（３条４条）について （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）

現状 第１期包括委託
（R10.4～R14.3）

第２期包括委託
（R14.4～）
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改築 （４条）

藤沢市下水道ストックマネジメント実施方針に基づき、
ふじさわ下水道中期経営計画に位置付けた、東部処理区と相模川流域処理区の改築事業費※は、
約61億円（R10～R13）を予定している。※改築に向けた設計委託費用を含む。

東部処理区の主なＳＭ改築事業

【令和５年度】
・大清水浄化センター電気計装設備改築工事
・大清水浄化センター汚泥濃縮棟電気室給気ファン更新工事
【令和６年度】
・大清水浄化センター汚泥濃縮設備改築工事（R6～R7継続）
・大清水浄化センター№２次亜塩供給ポンプ改築工事

耐震補強・耐水化事業のスケジュールを考慮し、改築・修繕の連携した効果的な
ストックマネジメント

新ストックマネジメント実施方針の見直し・実施計画の策定を業務範囲（性能発注）に含めます。

包括的民間委託（性能発注） SM（４条）について （検討中）

水処理・ポンプ場施設（大清水浄化センター、東部処理区、相模川流域処理区）
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※第1期包括委託期間は発注者で実施
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５． 今後の予定



今後の予定
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第1回MS
アンケート回答期限 ２月１４日(金)
アンケート結果の公表 ３月下旬頃予定



ご清聴ありがとうございました
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